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１　計画見直しの経緯

札幌市まちづくり
戦略ビジョン（H25年(2013年)）

第４次長期総合計画（H12年(2000年)）

　①都心まちづくり計画
　　　H14年(2002年)策定
　　 計画期間概ね20年

②都心まちづくり戦略
H23年(2011年)策定
後半10年程度を補完

③第２次都心まちづくり計画
H28年(2016年)策定　計画期間20年

④都心エネルギーマスタープラン
H30年(2018年)策定　計画期間～R17年(2035年)

R7年度
(2025年度)末
策定予定

第２次札幌市まちづくり
戦略ビジョン（R4年(2022年)）

（１）都心まちづくりの計画体系と見直しの背景

R6年度(2024年度) ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月

検討会

部会

R7年度(2025年度) ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

検討会

部会 ▼第４回 ▼第５回

▼第１回 ▼第２回 ▼第３回

市民アンケート等

庁内合意形成 パブコメ

▼第１回 ▼第２回 ▼第３回

▼第４回 ▼第５回 ▼第６回 ▼策定

（３）スケジュール

（仮称）第３次都心まちづくり計画検討会

＜第一部会＞居心地が良く歩きたくなる都心まちづくり検討部会

＜第二部会＞都心の脱炭素化に向けたエネルギー施策検討部会

（２）計画見直しの検討体制

学識、交通関係団体、商工会議所、まちづくり会社など１７名で構成（オブザーバー含）

学識、エネルギー事業者、金融、まちづくり会社など１１名で構成（オブザーバー含）

学識、民間事業者、商工会議所、金融、まちづくり会社など
１７名で構成（オブザーバー含）

「第２次都心まちづくり計画」と「都心エネルギーマスタープラン」の策定から約10年が経過し、人口減少局面への移行や脱炭素社
会の実現に向けた機運の上昇のほか、オリパラ招致活動の停止や北海道新幹線札幌延伸の遅れなど、都心を取り巻く状況が大きく変
化しており、これら変化し続ける社会情勢へ柔軟かつ機動的に対応し、将来にわたって北海道・札幌市の魅力と活力をけん引する持
続可能な都心を実現するため、両計画を統合した「第３次都心まちづくり計画」の策定に向け、以下の体制で検討を進めてきた。
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２　計画案の構成

３章　理念・目標と都心の基本構造

3.1
理
念
・
目
標

3.2
都
心
の
構
造

１章　計画の目的と位置付け
 
 

1.3　計画対象区域と進捗管理区域

序章　計画策定の背景
○都心まちづくりのふりかえり
○二つの計画の統合

２章　現状と課題

1.1　計画策定の目的
・次世代に引き継ぐ長期的な札幌都心の目指

す姿の明確化と関係者との共有
・札幌都心の魅力と可能性を国内外に発信す

るツールとしての活用
・取組の方向の体系化と推進方法の具体化

2.1　都心の現状
・気候風土、歴史
・まちの資源　・土地利用の状況
・エネルギー利用の状況　など

2.3　社会・経済・環境の変化と
     札幌市のまちづくりの動向
・人口減少局面への移行、市内経済規模の縮小
・脱炭素社会の実現　・自然災害の激甚化
・グリーン・トランスフォーメーションの推進
・交通面での変化・ウォーカブルシティの推進

〈理念〉世界が憧れ、市民が誇れる、札幌・北海道の都心

目標１

〈都心まちづくりを進めるうえで最も重要な基本要素〉

多様なひと・もの・こと
が集まり新たな産業・文
化・交流が生まれる都心

冬でも、誰でも、
まち巡りが楽しい都心

気候風土に即した先進的
な取組により脱炭素化・

強靱化が進む都心

「都心まちづくり計画」と「都心エネルギーマスタープ
ラン」を統合し、これからの時代にふさわしいまちづく
りの指針として定めます

目標２ 目標３

　　　計画対象区域　　　　　進捗管理区域

2.2　都心まちづくりのこれまでの取組
　　 と市民・来街者意向
・都心まちづくりの計画の変遷
・これまでの都心まちづくりの成果
・市民・来街者の意向

〈地域資源や土地利用の
現況を踏まえた特性〉

1.2　計画の位置付けと計画期間
・概ね20年後の将来像を見据えた計画（社会

経済情勢の変化等をふまえ随時見直し）
・データ等を活用した進捗管理の実施

骨格構造（軸、拠点） エネルギー施策のエリア区分

一体的・総合的に進める三つのまちづくりの
目標と、取組の力点を共有する構造を示します

2.4　都心まちづくりの課題（まとめ）
変化する環境に柔軟かつ機動的に対応し、次代
につながる都心まちづくりを着実に進める必要

５章　重点的に進める取組

5.1　基礎となる取組

４章　取組の方向

4.1　目標の実現に向けた取組の方向 4.2　場所別の取組の方向

1-1 多くの人を呼び込む「高次都市機能の集積」
1-2 札幌らしい「都市ブランド力の強化」
1-3 シティプロモーションの強化

2-1 札幌都心ならではの
   「魅力的なストリートの形成」
2-2 都心のまちづくりを支える
   「機能的な交通環境の構築」
2-3 多様な活動や交通環境を充実
    させる「戦略的なマネジメント」

3-1 最適な手法の組合せによる
　　脱炭素化の推進
3-2 雪や寒さにも負けない、
    安全・安心で強靱な都心の構築
3-3 先進的な取組の誘導と適切な進捗管理

６章　取組の進め方 取組を着実に進めるための仕組みと体制、取組の進め方を示します

6.1　仕組みと体制 6.2　連鎖的な取組の展開

目標の実現に向けた取組内容と、場所ごとの取組の方向を示します

目
標
１

目
標
２

目
標
３

札幌駅
交流拠点

大通・創世交
流拠点

大通西
展開拠点

中島公園駅
周辺展開拠点

まちづくりゾーン

うけつぎの軸
(北３条通)

はぐくみの軸
(大通)

つながりの軸
(創成川通)

にぎわいの軸
(駅前通)

〈骨格軸〉

〈交流拠点〉

〈展開拠点〉

〈展開軸〉

いとなみの軸
(東４丁目通)

5.3　重視する進め方

『まちづくり』×『エネルギー』の一体的な展開 『札幌らしさ』の強調
ひと　・　ゆき　・　みどり〈仕組み〉札幌都心Ｅ！まち開発推進制度の発展・強化

エリアまちづくり
社会実験と
市民議論

既存ストック
の活用

本計画で重視する考え方／場所／進め方を示します

○中期アクションプログラムの策定
○目標及び取組に応じた指標の設定
○都心まちづくり推進委員会の設置

○まちづくりとエネルギーの一体的推進
○エリア別・テーマ別の取組の充実
○市民・企業・行政などの協働

①

②

③

④

⑤

⑧

⑨

⑥

⑦

【創成イースト北】

【札幌駅北】

【大通ウエスト北】

【大通ウエスト南】

【創成イースト南】

【大通中心街】

【中島公園駅周辺】 【すすきの】

【札幌駅南】

5.2　場所別の取組

重点１　大通・創世交
流拠点とはぐくみの軸
周辺

重点２　都心まちづく
りを先導する二つの交
流拠点とネットワーク

重点３　二つの展開拠
点と展開軸

〈目標ごとの先導・主要エリア〉

目標１

都心機能強化先導エリア

目標２

主要回遊エリア

目標３

脱炭素化・強靱化先導エリア

世界が憧れ、市民が誇れ
る、都市ブランドの確立に
よる新たな象徴空間の創出

目標の実現を先導し、国
際競争力をけん引するま
ちの形成

都心の多様な魅力を高め、
個性を生かすエリアまちづ
くりの展開
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３　計画の目的と位置づけ（第１章）

【計画期間】
　概ね20年後の将来を見据える
　なお、具体的な施策・取組は「中期アクションプログラム」を
定め、適切な進捗管理を行う

【計画対象区域】
・都心の範囲は、ほぼひし形に広がる区域
・一方、取組の進捗や効果をモニタリングしていくため、境界を
　明確にした進捗管理区域を設定
・都心の機能強化につながる取組については、高次機能交流拠点
　における取組と連携を図る

【本計画の目的】
●長期的な札幌都心の目指す姿を明確にし、市民や事業者等と共有

●札幌都心の可能性と魅力を国内外に発信するツールとして活用

●取組の方向を体系的に示し、具体的な推進方法を提示することで、

公民連携によるまちづくりを確実に実行していく道筋を示す

【計画の位置づけ】

都市空間

都心

第３次札幌市都市計画マスタープラン

第２次札幌市立地適正化計画

国の都市再生施策
（都市再生緊急整備地域関係）

関連する部門別計画
・札幌市都市再開発方針
・札幌市景観計画
・札幌市総合交通計画
・札幌市強靱化計画
・第３期さっぽろ未来創
生プラン

・ユニバーサル展開プロ
グラム

・札幌市気候変動対策行
動計画

・札幌市水素エネルギー
基本方針

・第４次札幌市みどりの
基本計画

・札幌市都心のみどりづ
くり方針

・第２次札幌市産業振興
ビジョン

・第２次札幌市観光
　まちづくりプラン
・Well-Moving City 
SAPPORO 2045 ビジョ
ン

　　　　　　　　　など

都心のエリア別計画・方針

・札幌駅交流拠点まちづくり計画
・大通及びその周辺のまちづくり方針
    ～札幌都心はぐくみの軸強化方針～　　　　　　　　　　   など

第３次都心まちづくり計画

第３次都心まちづくり計画中期アクションプログラム

連携・整合

連携・整合

分野別 分野別

第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン（令和４年（2022年）策定）

連携・整合

一体

　　　都心（計画対象区域）

　　　進捗管理区域
　

　

高次機能交流拠点
（北海道大学周辺）

高次機能
交流拠点
（苗穂）

高次機能交流拠点
（中島公園周辺）

JR札幌駅

大通公園

北海道大学
植物園 赤れんが

庁舎

豊平川

創
成
川

北海道大学

JR札幌駅
北口一帯

大通と
東８丁目篠路通の

交差点付近大通公園の
西端付近

約2.5km

約
2
.
5
k
m

中島公園の
北端付近
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４　現状と課題（第２章）～理念・目標（第３章）

〈進め方〉

高次機能の更なる集積が必要

多様なエリアまちづくりの
醸成が必要

パブリックスペースの充実と
柔軟な活用の促進が必要

豊かな時間を過ごせる
場や機会の充実が必要

交通機能の維持・向上が必要

災害リスクの高まりへの
対応が必要

これからの
都心まちづくりの課題

場所特性に応じた
まちづくりの推進が必要

進捗管理と
機動的な見直しが必要

新たな制度等の
積極的な活用が必要

脱炭素社会の実現に向けた
エネルギー施策の推進が必要

魅力的なストリートを増やし
回遊性を高めることが必要

多様なエリアの
個性の強化・発信が必要

世
界
が
憧
れ
 、
市
民
が
誇
れ
る
、

札
幌
・
北
海
道
の
都
心

〈都心まちづくりの成果〉

〈市民・来街者意向調査〉

理念

目標３

目標２

 目標１

目標と基本方針
都心まちづくりの

現状と背景

〈都心の現状・特性〉

気候、都市空間、都市基盤、地域
資源、土地利用の状況、
都心交通の状況、エネルギー利用
の状況

〈社会・経済・環境の変化と　　
札幌市のまちづくりの動向〉

〇人口減少局面への移行、市内
経済規模の縮小

〇外国人市民・観光客の増加
〇脱炭素社会の実現
〇自然災害の頻発化・激甚化
〇グリーン・トランスフォー

メーション（ＧＸ）の推進
〇交通面での変化
〇公共空間の利活用にかかる法

令及び補助制度
〇ウォーカブルシティの推進
〇先行きが不透明で、予測が難

しい時代

・都心にしかないモノ・機会等に
対する市民ニーズ

・外国人観光客の“まちそのも
の”への関心の高さ

〇都市基盤の強化
〇都市空間・都市機能の充実
〇エリアまちづくりの推進

都心まちづくりを先導する
骨格構造の形成・強化

気候風土に即した
先進的な取組によ

り
脱炭素化・強靱化

が進む都心

冬でも、誰でも、
まち巡りが楽しい

都心

多様なひと・もの
・ことが集まり
新たな産業・文化
・交流が生まれる

都心
受入環境の充実が必要

歩行者ネットワークの
充実と質の向上が必要

投資を呼び込む都市の
環境性・強靱性の向上が必要

〈環境面〉

○更新等により建物の脱炭素
化が進む

○更新等により強靱性の高い
まちづくりが進む

○交通環境の効率化が進む

〈経済面〉

○多くの人を引き付けるもの
・場所・エリアが増える

○多くの人が過ごしやすい環
境が整う

○効率的な物流環境が整う
○公共交通機関が充実する
○都市の信頼性が高まる

〈社会面〉

○まち巡りをしたくなる場所の
選択肢が増える

○札幌ならではの魅力あるスト
リートや滞留空間が増える

○季節を問わず快適で安全に移
動できる歩行環境・交通環境
が整う

〇車中心から人中心の都市空間
に転換する

○災害時の安全性が高まる

目標実現による効果

三
つ
の
目
標
の
一
体
的
な
実
現

目標実現による効果
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５　目標（第３章）

①「主要地点における
歩行者交通量の平均値」

※主要地点：地上と地下を合わせて約80地点

②「まち歩きが楽しめる通りや場所
が多い」と評価している人の割合

【現況値】18,800人／日（R6(2024)年度）

【目標値】20,500人／日（R26(2044)年度）

 【現況値】60.6％（R6(2024)年度）

 【目標値】70.0％（R26(2044)年度）

【目標値】R32(2050)年のＣＯ２排出量
実質ゼロ

≪H25(2013）年度比で100％削減≫

都心の建物から排出される
ＣＯ２排出量

都心における純付加価値額の
上昇率

※純付加価値額：企業等の経済活動によって新た
　に生み出された価値のことで、売上高から原材
   料費・燃料費・減価償却費などを差し引いた額。  
   経済センサスのデータから、都心の範囲（条丁目
   単位）を指定し算出

【目標値】札幌市と経済規模が同規模の
地方の中心都市の平均以上

多様なひと・もの・ことが集まり

新たな産業・文化・交流が
生まれる都心

目標１

冬でも、誰でも、
まち巡りが楽しい都心

目標２
気候風土に即した

先進的な取組により
脱炭素化・強靱化が進む都心

目標３

北海道・札幌市の魅力と活力をけん
引する高次の都市機能の集積を図
り、多くの人が集い交流し、まちの
価値を高めていく取組の好循環を展
開することで、国際競争力を備えた
都心を実現します。

春季・夏季・秋季はもとより、積雪
のある冬季においても、訪れる人そ
れぞれが安心・快適に過ごせ、交流
できる居場所があり、歩きやすく、
まちにみどりやにぎわい、変化が感
じられ、居心地が良く、まち巡りを
楽しめる都心を実現します。

札幌特有の気候や地域特性に応じた
まちづくりとエネルギー施策の一体
的な取組の展開により、将来に渡り
発展し続けるとともに安全・安心な
都市活動を支え、世界から信頼され
る持続可能な都心を実現します。

≪成果指標≫

●経済活力を評価
　都心における

純付加価値額の上昇率

【目標値】札幌市と経済規模が同規模の
地方の中心都市の平均以上

(R3年(2021年)→R23年(2041年)）

≪成果指標≫

●回遊性を評価
主要地点における歩行者交通量の平均値

【現況値】18,800人／日（R6年度(2024年度)）

【目標値】20,500人／日（R26年度(2044年度)）

●満足度を評価
「まち歩きが楽しめる通りや場所が
多い」と評価している人の割合

【現況値】60.6％（R6年度(2024年度)）

【目標値】70.0％（R26年度(2044年度)）

≪指標・目標値≫

●回遊性を評価
　主要地点における歩行者交通量

●満足度を評価
　まち歩きが楽しめる通りや場所が多いと
　評価している人の割合 ≪成果指標≫

●脱炭素化の進捗を評価
都心の建物から排出される

ＣＯ２排出量

【目標値】R32年(2050年)のＣＯ２排出量
実質ゼロ

≪H25年度(2013年度）比で100％削減≫

　〈都心まちづくりの理念〉

世界が憧れ、市民が誇れ
る、札幌・北海道の都心

　世界目線 市民目線

札幌・北海道の魅力を発信し、多くのひと・もの・
ことを呼び込み、新たな価値を創出する先導役とし
て、札幌・北海道の成長をけん引していく。
世界が憧れるまちになれば、市民の暮らし方・働き
方の質を高める循環を生む。

誰もが豊かな時間を過ごせる、札幌都心ならで
はの暮らし方・働き方を実現する。
市民が誇れるまちになり、それを発信していく
ことで、より多くのひと・もの・ことをひきつ
ける循環を生む。
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６　都心の構造（第３章）

都心の構造図

骨格構造（軸、拠点）

エネルギー施策のエリア区分

まちづくりゾーン

先導・主要エリア

目標１の視点

目標２の視点

目標３の視点

今後の都心まちづく
りを進める上での最
も重要な基本要素

まちづくりの検討に
あたり考慮すべき考
え方の土台

都
心
の
構
造

　

　

進捗管理区域（約460ha）

脱炭素化推進エリア（約240ha）

脱炭素化・強靱化先導エリア
（約140ha）

　小規模な建物や既存の建物も含めて脱
炭素化を促進するために、都心のエネル
ギー利用に関する進捗管理を行う区域

　建物の更新や面的開発の機会を捉
え、最適な手法の組合せにより脱炭素
化を推進するエリア

　既存のエネルギーネットワーク
の積極的な活用による脱炭素化の
実現と強靱性の確保により、世界
から信頼される持続可能な都心に
向けた取組を先導するエリア

札幌駅
交流拠点

大通・創世
交流拠点大通公園西

展開拠点

中島公園駅周辺
展開拠点

はぐくみの軸

うけつぎの軸

に
ぎ
わ
い
の
軸

つ
な
が
り
の
軸

い
と
な
み
の
軸

本計画では、軸と拠点からなる『骨格構造』と、エネルギーネットワーク

などエネルギー利用に関するエリア特性を捉えた『エネルギー施策のエリア

区分』を最も重要な基本要素として設定。

【まちづくりゾーン】

都心全体を隙間なく、

地域資源や土地利用の現

況を踏まえた特性ごとに

整理したもの。きめ細や

かにまちづくりを検討す

るにあたり考慮すべき考

え方の土台として示す。

【骨格構造】

４骨格軸・展開軸・２

交流拠点は、既存計画での

役割の更なる強化と周辺や

都心全体への波及を目指

し、引き続き設定。

新たに、拠点的な都市

機能導入の可能性と、それ

に伴い進めているエリアま

ちづくりの動きを踏まえ

「大通公園西」と「中島公

園駅周辺」を「展開拠点」

に位置付け。

【エネルギー施策のエリア区分】

①

②

③

④

⑤

⑧

⑨

⑥

⑦

【創成イースト北】

【札幌駅北】

【大通ウエスト北】

【大通ウエスト南】

【創成イースト南】

【大通中心街】

【中島公園駅周辺】
【すすきの】

【札幌駅南】
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７　取組の方向（第４章）

基本方針と取組の方向 基本方針と取組の方向 基本方針と取組の方向

3-1　最適な手法の組み合わせによる
     脱炭素化の推進

2-1　札幌都心ならではの
    「魅力的なストリートの形成」

1-1　多くの人を呼び込む
    「高次都市機能の集積」

3-2　雪や寒さにも負けない、
　　 安全・安心で強靱な都心の構築

2-2　都心のまちづくりを支える
    「機能的な交通環境の構築」1-2　札幌らしい

    「都市のブランド力の強化」

3-3　先進的な取組の誘導と適切な
　　 進捗管理

2-3　多様な活動や交通環境を充実
    させる「戦略的なマネジメント」

3-3-1　建物の特性に応じた効果的な取組の誘導

3-3-2　着実に脱炭素化を推進するための実績評価

3-3-3　先進的な施策誘導・評価制度の確立

1-3　シティプロモーションの強化

1-1-1　 アジア・世界に誇れる先進的なビジネス
環境の形成

1-1-2　北海道観光の玄関口にふさわしい機能の集
積

1-1-3　多様な消費活動や体験が広がる場と機会の
充実

1-1-4　地域特性に応じた機能の誘導

1-2-1　エリアの魅力や個性の発揮

1-2-2　誰もが快適に過ごせる環境の整備

1-2-3　みどりのうるおいと木のぬくもりを感じら
れるまちの形成

1-2-4　札幌らしさが際立つ魅力的な景観の形成

1-3-1　都心の魅力や価値を国内外に届けるシティ
プロモーションの強化

2-1-1　格子状の街路網の特徴を生かした、ストリー
トの魅力や個性の向上

2-1-2　選択性が高く、多様性に富み、みどり豊か
な、回遊したくなるストリートの形成

2-1-3　積雪寒冷地ならではの屋外空間における魅力
的な景観形成や賑わいの創出

2-2-1　都心に必要な交通機能やアクセス環境の確保
2-2-2　四季を通じて快適に移動できる環境の充実

2-3-1　パブリックスペースにおける多様な活動や魅      
力的なコンテンツの創出による賑わい・交流の
促進

2-3-2　雪という札幌の個性を生かした、パブリックス
ペースの冬の利活用の促進

2-3-3　限られた道路空間の運用の全体最適化

2-3-4　関連分野と連携した取組

3-2-1　災害時における市民、来街者、ワーカーの
安全確保

3-2-2　経済活動を維持するための備えの充実

3-2-3　多様な主体による防災に向けた取組の促進

3-1-1　新築や建替更新、改修時の徹底した省エネ化
の推進

3-1-2　エネルギーの面的利用の更なる拡大と効率化

3-1-3　先進技術を活用した再生可能エネルギーの導
入

多様なひと・もの・ことが集まり
新たな産業・文化・交流が生まれる都心

目標１

冬でも、誰でも、
まち巡りが楽しい都心

目標２

気候風土に即した先進的な取組により
脱炭素化・強靱化が進む都心

目標３
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７　取組の方向（第４章）

目標１の取組の方向のポイント 目標２の取組の方向のポイント 目標３の取組の方向のポイント

多様なひと・もの・ことが集まり
新たな産業・文化・交流が生まれる都心

目標１

冬でも、誰でも、
まち巡りが楽しい都心

目標２

気候風土に即した先進的な取組により
脱炭素化・強靱化が進む都心

目標３

高次都市機能の集積を

図るエリア

地域ごとの特性を生か

しながら、都心にふさ

わしい業務・商業・集

客交流・宿泊等の都市

機能の充実・強化を図

るエリア

居住を含む複合市街地を形成する

エリア

多様な都市機能で構成され、職・

住・遊が近接した魅力的な市街地

の形成を目指すエリア

都心機能強化先導
エリア

業務機能等を国際水
準に高め、国際競争
力をけん引していく
エリア
高次の都市機能の誘
導を集中的に展開
し、これら以外の居
住機能等の立地に対
しては協議・調整を
図る

目標１の先導・主要エリア

STEP①

STEP②

STEP③

STEP④ 不足分

CO2
削減割合

３０％以上

１０％以上

１０％以上

建物の省エネルギー化

エネルギーの面的利用

再生可能エネルギー利用

オフセット

強靱な都心の構築

誘
導
・
実
績
評
価

ゼロ
カーボン

新築 既存

　都心全体に多様な都市機能が展開され、様々
なニーズに対応した魅力と活力ある都心とする
ため、地域特性やまちづくりの動向を踏まえ、
都心にふさわしい高次都市機能の集積と居住機
能の立地とのバランスを注視し、以下の考え方
に基づき機能の誘導・強化を図る。

　ストリート（街路のみならず沿道も含む）
において四季を通じた多様な活動を創出する
とともに、様々な活動を支える安全・安心か
つ円滑な交通環境を構築する。
　これらの実現のため、前頁の基本方針や取
組の方向に加え、都心の骨格構造等をベース
としつつ、面的な回遊を強化する「主要回遊
エリア」及び回遊・滞在機能の強化に向けて
検討を進める「主要検討路線」等を定める。

　令和32年(2050年）のゼロカーボンの達成に向
けて「建物の省エネルギー化」、「エネルギー
の面的利用」、「再生可能エネルギー利用」の
三つの手順により建物から排出されるCO2を削減
する。
　一方、現状においては三つの手順だけではゼ
ロカーボンを達成することが困難なことから、
再エネ由来のクレジット等による「オフセッ
ト」を活用する。
　また、本計画期間中においては、建替更新が
行われない建物も多くあることから、新築建物
に加えて既存建物への取組の強化を図る。

　建物における目標実現に向けた取組のイメージ

目標２の先導・主要エリア
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８　重点的に進める取組（第５章）

〈基礎となる取組〉
『まちづくり×エネルギー』の一体的な展開

まちづくりとエネルギー施策の各取組を強化するとともに取組間の連
携を強め、相互に補完しあう仕組みを構築し、それをわかりやすく発
信し、事業者に対して理解を促す。
建替更新等の機会を通じて取組の一体的な誘導を図っていく。

更新時期を迎える建築物など

・高次都市機能の集積
・札幌らしさの強調

・魅力的な街並みの形成
・パブリックスペースの
　創出・活用

・脱炭素化
・災害時の強靱化

ターゲット

一体的な誘導

●建物の脱炭素化と空間形成などエリア
価値向上の双方につながる良好な開発
の誘導

●建物の立地、規模、用途構成などの特
性に応じた適切な取組の誘導

●既存建物の改修を捉えた誘導の強化

●「札幌都心Ｅ！まち開発推進制度」の
発展、強化に合わせた効果的な支援策
の検討

「札幌都心Ｅ！まち開発推進制度」
の発展、強化

発展、強化のポイント

〈場所別の取組〉

『まちづくり×エネルギー』の一体的な展開

・「札幌都心Ｅ！まち開発推進制
度」を通じた取組誘導と支援策
の一体的な展開

（連動する支援策）
・「都心における開発誘導方針」に

基づく容積率の緩和
・「ゼロカーボン推進ビル」の企業

立地促進補助金の割増

現行の取組

新技術を生かした大通以南の
エネルギーネットワークの形成

都市開発と連動した脱炭素化・
強靱化の先導

重点１　大通・創世交流拠点とはぐくみの軸周辺

集積する市有地の利活用を図りながら、官民の連鎖的な開発と相互連携に

よって、街区・道路・公園の一体感がある新たな象徴空間の創出を目指す。

大通・創世
交流拠点

【大通（はぐくみの軸）】
人中心の回遊・滞在機能の強化によ
る、象徴的なストリートの形成、街区
・道路・公園の一体感がある空間形成
の検討 みどりをつなぐアトリウ

ム・テラスによる新たな
滞留空間・視点場の形成

大通以南のエネルギー
ネットワークの整備積雪期の都市文化を体感できる空間

の活用や景観形成

「大通公園のあり方」に基づく公園
整備・魅力向上

連続的につながるみどりの創出、街
並みと調和する木質化の推進

【西６丁目線】
エリアのまちづくりの動きと
連携した魅力的なストリート
の形成の検討

まちづくりの動向と連動
した新たな公共交通シス
テムの検討

創成川を介した東西市街
地の連携強化

先進技術やエネルギー
ネットワークを活用した
脱炭素化・強靱化の先導

地域資源との連携を考慮
した空間形成

公民で共有するまちづくりの
方向性の整理

象徴空間の創出

市有地の利活用による複数
街区での連鎖開発

〈今後の進め方〉

先進技術による脱炭素化・
強靱化先導モデルの形成

地下の歩行空間凡例

〇取組により期待される『札幌らしさ』

　　　ひと　　　ゆき　　　みどり

〇重要度　　　　　　　　　　【高】

新技術を生かした大通以南の
エネルギーネットワークの形成

都市開発と連動した脱炭素化・
強靱化の先導
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【大通公園西展開拠点】

大規模な土地利用更新に合

わせた戦略的な脱炭素化・

強靱化

まちづくりの動向

と連動した新たな

公共交通システム

の検討

地域資源としてのみどり

や市有地を活用したまち

づくりの推進

【中島公園駅周辺展開拠点】

MICEを契機とした周辺の

施設誘導や魅力的な空間

形成

地域資源を活かした回遊

を促す空間の形成

【いとなみの軸

（東４丁目通）】

四季を活かした

様々な市民活動

街路事業の機会

を捉えたパブ

リックスペース

の活用

クランク解消により生まれる
空間・道路・沿道の一体活用

東４丁目通
いとなみの軸

街路事業の推進

エリマネ団体の組成

大通公園西
展開拠点

市有地（芸文館跡地）の利活用検討

地域意見聴取・
機運醸成

ガイドライン策定 ガイドラインに基づく
民間建物の誘導等

中島公園駅
周辺展開拠点

MICE施設整備検討

地域意見聴取・
機運醸成

ガイドライン策定 ガイドラインに基づく
民間建物の誘導等

〈今後の進め方〉

凡例
取組により期待される『札幌らしさ』

　　　ひと　　　ゆき　　　みどり

11

８　重点的に進める取組（第５章）

重点２ 都心まちづくりを先導する２つの交流拠点とネットワーク

都心中心部とは異なる特徴・個性を発揮し、地域資源を生かしたエリアま

ちづくりを重点的に進め、都心全体の回遊を促す。

現在進行中の都市開発等と連携しながら、エネルギーネットワークや歩行者

ネットワークなどの拡充により三つの目標を一体的に具現化していく。

重点３　２つの展開拠点と展開軸

凡例

〇取組により期待される『札幌らしさ』

　　　ひと　　　ゆき　　　みどり

〇重要度　　　　　　　　　　　【高】

【南一条通】

【西２丁目線】
２つの交流拠点をつなぐ、地上・地下
の重層的な歩行者ネット
ワーク拡充の検討

一時滞在施設の整備促進
や業務継続性を有する建
物の拡充により
強靱化を先導

西１～３丁目： 更なるにぎわいの
創出や上質な街並みの形成の検討

まちづくりの動向と連動
した新たな公共交通シス
テムの検討

【創成川通(つながりの軸)】
新幹線駅や都心アクセス道路の
整備の契機を捉えた、創成川公
園以北の憩い空間やみどりの
ネットワークの強化

【北３条通(うけつぎの軸)】
都心の中心部と創成東・苗穂エ
リアとの東西方向の回遊性向上
の検討

積雪寒冷地の特性を捉えた先進的な省エネ
・再エネ技術やエネルギーネットワークの
活用により脱炭素化を先導

西４～６丁目：無電柱化・街路整備
事業の推進及び整備後の空間活用等
の検討

公民連携による取組の実現
ハード・ソフト両面での推進

〈今後の進め方〉

沿道関係者との将来像の共有
社会実験等を重ねながら取組を検討・推進

【駅前通（にぎわいの軸）】
人中心の回遊・滞在機能の強化による、
南北方向の回遊の基軸となる象徴的なス
トリートの形成の検討

北４西３再開発事業と連携した南北線
さっぽろ駅ホーム増設や
地下コンコースの拡充

【札幌駅交流拠点】

エネルギーセンターの整備や連携に
よるエネルギーネットワーク
の拡充・強化

北５西１・西２再開発事業による
バスターミナルの整備や、
新幹線駅舎との接続

北５東１街区の開発による創成川の
東西を結ぶ歩行者ネットワークの拡
充や滞留空間の整備

各種都市開発事業の推進

エリアの価値向上に
向けた持続的な取組

新幹線駅舎、駅前広場等の整備

上記工事期間中の機能確保・にぎわいの維持

エリアの統一的なサインやマネジメント体制の検討

札幌駅
交流拠点

都市開発事業と連動した脱炭素化・強靱化の先導

主要検討路線

地下の歩行空間

大通・創世
交流拠点

札幌駅
交流拠点
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９　取組の進め方（第６章）

【本計画の推進にあたって構築する仕組みと体制】

・具体の取組や施策をまとめたアクションプログラムの策定
おおよそ５年ごとに更新しながら様々な変化にも柔軟かつ機動的に対
応する

・モニタリング指標の設定
成果指標だけでなく、取組ごとの変化を多面的な視点でとらえる様々
なモニタリング指標により都心の状況を把握する

・進捗管理を行う推進委員会の設置
指標をはじめとした計画推進状況の評価、課題の共有、計画の見直し
や追加施策の検討についての意見交換を通じ、都心まちづくりのマネ
ジメント機能を担う

アクション
プログラム

アクション
プログラム

アクション
プログラム

アクション
プログラム

中期

長期

推進状況の評価、
計画の見直し

20年

【（仮称）都心まちづくり
推進委員会】

　地域のまちづくり関係
者、経済界の関係者、有識
者など多様な主体が参画す
る会議体

　具体的なプロジェクトや
専門的な課題についての調
査・検討・企画・実施につ
なげていく

【モニタリング指標】

　都心の進捗管理区域を対
象に、さらにきめ細かく土
地利用や交通、エネルギー
利用の状況等を中心とした
データを収集し、推移を把
握する

　データを横断的に分析・
評価を行い、新たなニーズ
の把握や関係者間での都心
まちづくりへの理解促進に
つなげる

【中期アクションプログラム】

　おおよそ５年ごとに具体的な施策・取組をまとめた実行計画として更
新し、公民の取組を反映しながら、適切な進捗管理を行う

（仮称）
都心まちづくり
推進委員会

都市
開発
事業者

商業
関係者有識者

まちづ
くり
組織

交通
事業
関係者

札幌市

（事務局）

エネルギー
事業
関係者

専門部会 専門部会

（仮称）都心まちづくり推進委員会
計画推進状況の評価、課題の共有、
計画の見直し、追加施策の検討など


